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１．研究計画の概要
本研究の目的は、ミレニアム開発目標に

おける HIV/AIDS を中心とする感染症への
具体な対応策を検討する為、アジア新興国
及びアジア太平洋地域を 4年間にわたり、
医療人類学的視点から調査することである。
本研究では、研究対象地域を、後発開発

途上国（パプアニューギニア・ラオス）、新
興国（中国・インド）、中進国（タイ）の３
つに区分けし、その問題点の相違に着目し
ながら感染症をフィールド調査するもので
ある。

２．研究の進捗状況
（１）近年の感染症の脅威の増加・拡大に伴
い、本研究の意義は更に高まっている。本研
究では、HIV/AIDS 及びデング熱を中心に調
査を行っているが、インフルエンザやコレ
ラ等の感染ルートも、調査対象地域で確認
され、包括的な感染症対策の必要性を明確
化しえた。
（２）研究対象地域のフィールド調査の実施
により、後発開発途上国のパプアニューギ
ニア・ラオスでは、基本的な医療インフラ
の不足や海外援助の連携の必要性を確認し、
新興国の中国・インドでは、都市化に伴う
問題、中進国のタイでは海外との医療協力
体制作りの更なる必要性、等を確認した。
（３）本研究では、中国やタイ等の海外協力
者との連携を重視し、フィールド調査のみな
らず、研究発表においても協力関係を築いて
きた。研究当該国の立場を理解することによ
り、先進国における医療援助の在り方を明確
化しえた。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
（理由）

本研究では、フィールド調査の実施を重視
しており、担当者は毎年の計画に沿い、順調
に調査を継続している。また海外協力者との
関係も良好で、順調に研究を積み重ねている。
しかし、近年の感染症の脅威の増加に伴い、
現象も複雑化しており、その対応モデルの構
築に時間を要している。

４．今後の研究の推進方策
（１）最終年度では、フィールド調査の実績
を踏まえ、各地域（インド・タイ・パプアニ
ューギニア・ラオス・中国）の感染症対策
に関する地域モデルを報告する予定である。

（２）地域モデルに加えて、それらを統合す
る包括モデルを構築し、アジア地域における
ミレニアム開発目標の達成の為の政策提言
を行う予定である。本研究では、研究対象
地域を、後発開発途上国、新興国、中進国
の３つに区分し、その比較研究の中から、
感染症対策の共通利益を分け合う統合的な
モデル作りを目指すものである。

（３）いわば地域内「南南協力」を模索する
予定である。本研究では、タイのマヒドン大
学との連携もあり、感染症対策における「タ
イの経験」を、インドやラオス等の国々に適
用する方法を更に協議してゆく。

（４）近年の感染症のグローバル化について
は、健康のセキュリティ（安全保障）を含め
た対応モデルを構築する予定である。
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